
議

案

第

六

十

五

号

杉

並

区

の

債

権

の

管

理

に

関

す

る

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。

平

成

十

六

年

十

一

月

二

十

二

日提

出

者

杉

並

区

長

山

田

宏

杉

並

区

の

債

権

の

管

理

に

関

す

る

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

杉

並

区

の

債

権

の

管

理

に

関

す

る

条

例

（

平

成

十

四

年

杉

並

区

条

例

第

二

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

九

条

第

一

項

中

「

破

産

の

宣

告

」

を

「

破

産

手

続

開

始

の

決

定

」

に

改

め

る

。

第

十

三

条

第

三

号

中

「

破

産

法

（

大

正

十

一

年

法

律

第

七

十

一

号

）

第

三

百

六

十

六

条

ノ

十

二

」

を

「

破

産

法

（

平

成

十

六

年

法

律

第

七

十

五

号

）

第

二

百

五

十

三

条

第

一

項

」

に

改

め

る

。

附

則

こ

の

条

例

は

、

平

成

十

七

年

一

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。

（

提

案

理

由

）

現

行

の

破

産

法

が

廃

止

さ

れ

、

新

た

に

破

産

法

が

制

定

さ

れ

た

こ

と

に

伴

い

、

所

要

の

規

定

の

整

備

を

図

る

必

要

が

あ

る

。
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杉

並

区

の

債

権

の

管

理

に

関

す

る

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

新

旧

対

照

表

新

条

例

旧

条

例

（

債

権

の

申

出

等

）

（

債

権

の

申

出

等

）

第

九

条

区

長

は

、

区

の

債

権

に

つ

い

て

、

債

務

者

第

九

条

区

長

は

、

区

の

債

権

に

つ

い

て

、

債

務

者

が

強

制

執

行

又

は

破

産

手

続

開

始

の

決

定

を

受

け

が

強

制

執

行

又

は

破

産

の

宣

告

を

受

け

た

こ

と

等

を

知

っ

た

場

合

に

お

い

て

、

法

令

の

規

た

こ

と

等

を

知

っ

た

場

合

に

お

い

て

、

法

令

の

規

定

に

よ

り

区

が

債

権

者

と

し

て

配

当

の

要

求

そ

の

定

に

よ

り

区

が

債

権

者

と

し

て

配

当

の

要

求

そ

の

他

債

権

の

申

出

を

す

る

こ

と

が

で

き

る

と

き

は

、

他

債

権

の

申

出

を

す

る

こ

と

が

で

き

る

と

き

は

、

直

ち

に

、

そ

の

た

め

の

措

置

を

と

ら

な

け

れ

ば

な

直

ち

に

、

そ

の

た

め

の

措

置

を

と

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

ら

な

い

。

２

略

２

略

（

放

棄

）

（

放

棄

）

第

十

三

条

区

長

は

、

区

の

債

権

（

強

制

徴

収

に

よ

第

十

三

条

区

長

は

、

区

の

債

権

（

強

制

徴

収

に

よ

り

徴

収

す

る

区

の

債

権

を

除

く

。

）

に

つ

い

て

、

り

徴

収

す

る

区

の

債

権

を

除

く

。

）

に

つ

い

て

、

次

の

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

場

合

に

お

い

次

の

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

場

合

に

お

い

て

は

、

当

該

区

の

債

権

及

び

こ

れ

に

係

る

損

害

賠

て

は

、

当

該

区

の

債

権

及

び

こ

れ

に

係

る

損

害

賠

償

金

等

を

放

棄

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

償

金

等

を

放

棄

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

資 料
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一

及

び

二

略

一

及

び

二

略

三

破

産

法

（

平

成

十

六

年

法

律

第

七

十

五

号

）

三

破

産

法

（

大

正

十

一

年

法

律

第

七

十

一

号

）

第

二

百

五

十

三

条

第

一

項

、

会

社

更

生

法

（

平

第

三

百

六

十

六

条

ノ

十

二

、

会

社

更

生

法

（

平

成

十

四

年

法

律

第

百

五

十

四

号

）

第

二

百

四

条

成

十

四

年

法

律

第

百

五

十

四

号

）

第

二

百

四

条

第

一

項

そ

の

他

の

法

令

の

規

定

に

よ

り

債

務

者

第

一

項

そ

の

他

の

法

令

の

規

定

に

よ

り

債

務

者

が

当

該

区

の

債

権

に

つ

い

て

そ

の

責

任

を

免

れ

が

当

該

区

の

債

権

に

つ

い

て

そ

の

責

任

を

免

れ

た

と

き

。

た

と

き

。




